
文
学
観
を
打
ち
白
し
、
自
分
自
身

K
と
れ
か
ら
の
己
れ
の
進
む
べ
き

伊
達
本

『
古
今
和
歌
集
』

定
家
の
用
字
意
識
に
つ
い
て

目

次

一
、
序

二
、
本
論
第

一

章

仮

名

第

二

章

漢

字

第
三
章
仮
名
づ
か
い

第
一
節
仮
名
づ
か
い
の
成
立

第
二
節
定
家
仮
名
づ
か
い

第
三
節
『
古
今
和
歌
集
』
に
な
け
る
定
家

仮
名
づ
か
い
の
実
態

一
二
、
結
び

四
、
語
注

五
、
参
考
資
料

六
、
附
録

－
使
用
漢
字
一
覧
表

Z

「
b
」
「
を
」
の
ア
ク
セ
ン
ト

K
よ
る
弁
別

二
十
六
回
生

福

島

永

子

序

藤
原
定
家
と
言
え
ば
、
即
、
歌
人
と
い
う
よ
う
念
イ
メ
ー
ジ
を
受

け
る
が
、
晩
年
の
定
家
は
歌
人
と
い
う
よ

b
は
、
寧
ろ
著
述
家
と
か

学
究
者
と
か
い
う
名

K
ふ
さ
わ
し
い
余
世
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
彼

は
大
部
の
歌
学
書
を
著
わ
し
た
ば
か
り
で
念
〈
、
多
く
の
古
典
を
書

写
校
合
し
て
本
文
を
制
定
す
る
と
い
う
国
文
学
研
究
上
画
期
的
念
業

績
を
数
多
く
残
し
た
の
で
あ
る
。
青
表
紙
本
『
源
氏
物
語
』
や
御
物

本
『
更
級
日
記
』
を
始
め
、
定
家
K
よ
っ
て
校
定
さ
れ
た
本
文
は
、

多
数
の
伝
本
類
の
中

K
あ
っ
て
最
も
高
〈
評
価
さ
れ
て
い
る
。
私
が
、

研
究
対
象
と
じ
て
選
ん
だ
の
も
、
や
は
り
そ
の
中
の
一
つ
伊
達
本

『
古
今
和
歌
集
』
（
写
本
）
で
あ
る
。
と
の
伊
達
本
は
現
在
唯
一
の

定
家
真
蹟
本
で
、
嘉
禄
三
年
間
三
月
（
定
家
六
六
歳
）
に
書
写
し
た

も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
。

定
家
は
、
本
文
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
解
釈
が
成
h
y
立
た
念

い
よ
う
念
独
自
の
表
記
原
理
を
工
夫
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
音
節
が

高
〈
発
音
さ
れ
る
か
低
〈
発
音
さ
れ
る
か

K
よ
っ
て
、
一

b
」
「
を
」
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を
遣
い
分
け
る
と
い
っ
た
よ
う
念
所
謂
「
定
家
仮
名
づ
か
い
」
と
い

う
も
の
を
実
践
し
て
い
る
。
で
は
次

K
と
れ
ら
が
伊
達
本
『
古
今
和

歌
集
』
の
中
で
、
ど
の
様
在
使
用
状
況
を
呈
し
て
い
る
の
か
、
仮
名
、

漢
字
、
仮
名
づ
か
い
の
順

K
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
〈
ζ

と
に
し
、
併
せ

て
、
定
家
が
ど
の
よ
う
念
意
識
の
も
と
に
そ
れ
ら
を
使
用
し
た
か
、

『
土
左
日
記
』
（
定
家
本
）
『
更
級
日
記
』
（
御
物
本
）
と
比
較
し

念
が
ら
考
察
を
進
め
て
い
〈
と
と

K
し
よ
う
。

第
一
章
仮
名

調
査
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
『
日
本
文
学
大
辞
典
』
の
「
平
仮
名

諸
体
b
よ
び
字
源
表
」
（
略
）
を
用
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時

に
な
け
る
仮
名
の
種
類
は
全
部
で
三

O
五
種
で
、
一
つ
の
仮
名
は
平

均
六
種
か
ら
七
種
の
異
体
を
持
っ
て
い
る
と
と

K
念
る
。
本
文
に
な

け
る
仮
名
は
、
調
査
し
た
結
果
、
異
念
h
y
字
数
九
一
字
、
延
べ
字
数

回
一
三
三
六
字
と
ま
夕
、
一
仮
名
平
均
二
種
の
異
体
を
持
ち
、
使
用

で
き
る
仮
名
三

O
五
種
の
う
ち
の
三
分
の
一
ぐ
ら
い
し
か
使
わ
れ
て

い
念
い
と
と
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、
本
文
に
あ
ら
わ
れ
た
仮
名
の
使
用
状
況
を
表
ー
と
し
て
掲

げ
、
以
下
表
を
参
照
し
念
が
ら
論
を
進
め
て
い
〈
と
と
に
し
よ
う
。

’aet『
－

E
i
F
1目、司，

表I

け 〈 き •· " えう レ、 あ

計 具 久 起 幾可 加 －－；.：：ー世下τァ E 衣 字伊 山 阿 置 字源

148 I 983 3 I.098 1m m 20 431 8 169 521 19 640 6 181 字散

12£ OJ 99.1 OJ 99.1 18 22 4A 9主6 45 95.1 100 29 91.I OB 992 比率

ち た そ せ す l さと 同

知 堂 多 太 曽勢 世須 寸 志之 佐左 己遺 介 字源

48.1 125 I.069 IO 613 I 248 23 552 214 1.423 186 552 828 61 956 字数

9&0 10.4 888 岨 100 0.4 99-6 4 96 111 86.9 252 148 100 51 8凶 比率

の ね 温弘 IL を と て てコ （包

乃 4手 称 担 爾二 仁 郵 車 畳止 帝王 徒 川地 字源

2』05 5 189 435 1,00 13 41 25 I.421 I l.6il 3 1238 181 111 IO 字数

9&1 26 91.4 100 91 0.6 2.4 1.1 鎚3 UI 999 回 9鯖 却3 19.1 却 比率

• I> へ ふ ひ は 回

末 本 保 遍 部婦 布 不 飛 臼比 八盤 者 i& 能 字源

241 102 164 12 602 I 255 391 141 312 340 601 16 I.231 84 38 字数

且7 3掲3 61.1 却 990 02 39D 60B 18.4 39D 426 312 OB 6'6 u 13 比率

よゆ やも め む み 侍）

与 由 也 毛免 女克 無 武身 三見 美満 万字源

731 215 関3 1.116 56 514 16 6 519 I 138 349 564 38 561 字数

100 100 100 100 9.• 902 担 凶 963 UI 13.1 拍2 5'6 45 601 比率

を ゑ ゐ わる れ る • ら
起 遺 恵 井為 王和 呂速 置累 宙皇 利良 字源

1 913 56 2 40 5 321 168 I 893 18 1153 H 1321 923 字数

01 9日 100 48 952 I』狙5 100 QI 99.9 43 95.1 10 91.0 100 比率
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1
・4
d
t
F
l
t
，

L
・4
玉

A
3
4
0
2
4
a
d司
＝

J
f
J
J合－
T
向
L
4
Hー

と
れ
ら
の
仮
名
の
使
用
状
況
を
分
類
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
K
念
る
。

猶
、
同
じ
く
定
家
が
晩
年
過
ぎ
て
か
ら
書
写
し
た
と
思
わ
れ
る
御
物

本
「
更
級
日
記
』
（
異
念
b
字
数
本
二
字
、
延
べ
字
数
二
二
二
五
六

字
）
を
参
考
と
し
て
下
欄
に
掲
げ
た
。

山
字
源
を
一
と
す
る
も
の

『

古

今

和

歌

集

』

『

更

級

日

記

』

う
（
宇
）

h
v

（
於
）
と
（
己
）
一
う
（
宇
）
会
（
於
）
せ
（
世
）

そ
（
曾
）
ぬ
（
奴
）
も
（
毛
）
一
そ
（
曾
）
ぬ
（
奴
）
ね
（
称
）

や
（
也
）
ゆ
（
由
）
よ
（
与
）
一
へ
（
部
）
も
（
毛
）
や
（
也
）

ら
（
良
）
ろ
（
呂
）
ゑ
（
恵
）
一
ゆ
（
由
）
よ
（
与
）
ら
（
良
）

一
れ
（
鵡
）
ろ
（
呂
）

B

U

種

ロ
種

印
字
源
が
二
種
以
上
に
渡
っ
て
い
る
も
の

＠
そ
の
う
ち
の
一
種
が
特
に
頻
用
さ
れ
て
い
る
も
の

『

古

今

和

歌

集

』

『

更

級

日

記

』

あ
（
安
）
い
（
以
）
え
（
衣
）
一
あ
（
安
）
い
（
以
）
え
（
衣
）

き
（
幾
）
く
（
久
）
す
（
寸
）
一
き
（
幾
）
〈
（
久
）
こ
（
己
）

せ
（
世
）
ち
（
知
）
て
（
天
）
一
し
（
之
）
ナ
（
寸
）
ち
（
知
）

と
（
止
）
左
（
奈
）
K
（
ホ
）
一
て
（
天
）
と
（
止
）
な
（
奈
）

ね
（
称
）
の
（
乃
）
へ
（
部
）
一
K
（
与
）
の
（
乃
）
む
〈
武
）

む
（
武
）
め
（
女
）
り
（
利
）
一
め
（
女
）
り
（
利
）
る
（
留
）

る
（
留
）
れ
（
鵡
）
わ
（
和
）
一
わ
（
和
）
ゐ
（
矯
）
ゑ
（
恵
）

ゐ

（

矯

）

を

（

遠

）

幻

種

一

口

種

＠
ほ
ほ
同
比
率
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の

『

古

今

和

歌

集

』

『

更

級

日

記

』

種

け
（
計
・
介
・
遺
）

種

o
F
H
・
日
・
飛
）

の

そ

の

他

『

古

今

和

歌

集

』

『

更

級

日

記

』

か
－
け
・
さ
・
し
・
た
・
っ
・
一
か
・
さ
・
た
・
っ
・
は
・
ひ
・

は
・
ふ
・
ほ
・
ま
・
み
日
種
一
ふ
・
ほ
・
ま
・
み
刊
種

表
ー
と
今
分
類
し
た
も
の
よ
り
、
川
K
属
す
る
仮
名
は
す
べ
て
現

行
の
平
仮
名
の
字
源
と
一
致
し
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
。
ま
た
切
の

＠
に
属
す
る
仮
名
も
（
「
K
」
だ
け
は
例
外
）
現
行
の
平
仮
名
の
字

源
の
方
が
卯
%
の
高
率
を
持
っ
て
多
用
さ
れ
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
内

つ
ま

b
、
全
体
の
刊
%
K
も
上
る
三
五
種
の
仮
名
が
現
行
の
平
仮
名

の
字
源
K
定
着
し
始
め
て
い
る
と
い
う
と
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、

定
家
が
書
写
し
た
時
点
K
－
沿
い
て
仮
名
の
種
類
が
一
つ
の
方
向
に
統

一
さ
れ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

残
h
y
m
%
の
仮
名
の
う
ち
「
か
・
け
・
た
・
は
・
ま
」
の
五
種
を

除
い
て
は
、
や
は
り
現
行
の
平
仮
名
の
字
源
が
他
の
字
源
に
比
し
て

高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
異
な
っ
て
い
る
五
種
と
凶

の
＠
の
中
で
の
た
だ
一
つ
の
例
外
「
K
」
K
つ
い
て
考
え
て
み
る
と

と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
す
べ
て
に
共
通
し
て
い
え
る
と
と
は
、
現
行

の
平
仮
名
の
字
体
よ
h
y
単
純
な
字
体
で
あ
る
と
い
う
ζ

と
だ
が
、

「か

4

」
（
可
）
は
「
の
め
」
（
乃
）
と
、
「
た
ふ
」
〈
多
）

は
「
と
、
、
」
（
己
）
と
「
は
え
J

」
（
者
）
は
「
ふ

C
」
中
小
）

と
、
「
ま
下
」
（
万
）
は
「
さ
き
」
（
左
）
と
そ
れ
ぞ
れ
混
同

さ
れ
や
す
い
た
め
、
結
局
今
日
使
用
さ
れ
る
に
至
ら
念
か
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
と
の
よ
う
に
仮
名
は
、
書
〈
時
の
単
純
さ
や
見
た

目
の
美
し
さ
も
さ
る
こ
と
念
が
ら
、
他
の
語
と
混
同
さ
れ
に
く
い
と

い
う
示
差
性
が
大
き
〈
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

E
O
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ま
た
、
同
じ
仮
名
で
も
大
き
左
頻
度
差
を
も
っ
て
併
用
さ
れ
て
い

る
の
に
は
何
か
特
別
左
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
小
松
英
雄
氏
の

「
藤
原
定
家
の
文
字
づ
か
い
』
を
参
考

K
し
て
考
え
て
み
る
と
、
氏

は
、
定
家
本
所
用
の
仮
名
を
機
能
に
応
じ
て
基
本
字
形
（
特
別
の
制

約
が
加
わ
ら
念
い
場
合
に
用
い
ら
れ
る
字
形
。
現
行
の
平
仮
名
K
一

致
す
る
も
の
）
、
補
助
字
形
（
同
一
字
形
の
隣
接
を
避
け
る
左
ど
主

と
し
て
視
覚
的
変
化
を
与
え
る
目
的
で
用
い
ら
れ
る
字
形
、
基
本
字

形
と
の
差
異
を
き
わ
立
た
せ
る
た
め
に
そ
れ
と
別
字
源
の
、
し
か
も

正
体
の
漢
字
に
い
っ
そ
う
近
い
も
の
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
）
に

分
類
さ
れ
て
な
ら
れ
、
定
家
筆
の
諸
本
を
通
じ
て
、
同
一
字
形
の
隣

接
を
回
避
す
る
と
い
う
顕
著
左
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

実
際
本
文

K
な
い
て
も
、
と
の
様
念
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か

調
査
し
て
み
る
と
、
次
の
例
の
様

K
、
確
か

K
本
文

K
－
沿
い
て
も
同

一
字
形
の
隣
接
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
窺
え
る
。

年
司
人

ρ
（
伊
ケ
小
之
部
乃
）
間
引
2
 

り
H
h
p
v
J
4
れ
（
以
仁
志
部
能
）
間
引

が
な
9
句

（

加

飛

加

称

）

間

引

－
y
れ
1
3

（

可

比

加

年

）

ヨ

以
上
、
定
家
が
同
じ
仮
名
で
も
、
字
源
の
違
う
字
体
を
併
用
し
て

い
た
理
由
を
考
え
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、
同
一
字
形
の
隣
接
を
避
け

る
と
と
に
よ
っ
て
、
書
写
す
る
際
の
目
移
り
に
よ
る
飛
ば
し
ゃ
、
重

複
を
避
け
る
た
め

K
ほ
か
左
ら
念
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第

三

章

漢

字

定
家
は
、
本
文

K
な
い
て
三
五
三
種
の
漢
字
を
使
用
し
て
い
る
。

以
人上
424の
漢
山字
277を
取
花り
260掲
げ
時る
213と、

御
74 
世
106 

春
川

身
99 

歌
97 

思次
176の

心九
157種
と
秋な
155る。

月
87 

風
84 

海
83 

物
127 

我
77 

覧
61 

夜

悶

色

日

中

日

水

日

待

印

と
れ
ら
か
ら
充
当
率
（
漢
字
表
記
を
A
、
平
仮
名
表
記
を

B
と
す
る

と
、
充
当
率
は

A
R
）
印
%
以
上
の
漢
字
を
抽
出
す
る
と
、
次
の

二
六
時
畑
が
掲
が
る
。

／， ，n‘、

山
川
町

宮山川

君
的

事
69 

哉

ω
宮
日

日
62 

雪
62 

秋
93.4 

ム‘寸
81.4 

思
642 
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Jし、

98.1 

時
97.8 

人
97.2 

身
97.1 

花
則

月
95.6 

で
は
、
と
れ
ら
二
六
種
が
他
の
定
家
筆
の
写
本
k
b
い
て
も
同
様
に

高
い
充
当
率
を
示
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
、
充
当
度
数
の
多
少
は

無
論
あ
る
が
、
定
家
本
『
土
左
日
記
』
（
充
当
度
数
九
回
以
上
）
と

御
物
本
『
更
級
日
記
』
（
充
当
度
数
一

O
回
以
上
）

k
b
け
る
充
当

率
別
%
以
上
の
漢
字
と
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
一
七
種
が
共
通
す

る
も
の
と
し
て
揚
が
っ
た
。

秋

風

心

月

時

人

宮

山

田

世

河

中

春

物

思

夜

花

そ
と
で
或
る
革
聞
に
つ
い
て
、
常
に
或
る
決
ま
っ
た
漢
字
を
使
用
・
充

風
90.3 

世
84.8 

日
88.6 

君
山

春
79.8 

物
78.4 

河
73.5 

御
63.8 

事
59.0 

雪
83.8 

侍
82.0 

水
81.5 

色
72.5 

中
70.0 

夜
69.4 



延
ぺ

K
す
る
と
F

五
八
六
二
字
と
念
る
。

と
の
う
ち
充
当
度
数
五

O
回

の
充
当
率
に
大
き
ま
異
同
が
見
ら
れ
念
h
漢
字
を
仮
に
常
用
的
漢
字

と
す
る
念
ら
ば
、
今
揚
が
っ
た
一
七
種
は
充
分
そ
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
と
言
え
る
の
で
、

ζ

れ
ら
を
『
古
今
和
歌
集
』

k
b
け
る
定

家
の
常
用
的
漢
字
と
見
倣
し
て
差
支
え
念
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
種

類
は
一
七
種
と
全
体
の

5
%
K
し
か
過
ぎ
念
い
が
、
充
当
度
数

K
す

る
と
二
三
九
二
字
と
実

K
全
体
の
刊

%
K
も
の
ぼ
る
と
と
よ
り
、
定

家
が
如
何
K
常
用
的
漢
字
を
多
用
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

と
と
ろ
が
、
常
用
的
漢
字
と
は
、
日
常
k
b
い
て
何
の
意
識
作
用

も
念
〈
習
慣
的

K
使
用
し
て
い
る
漢
字
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
と
と

K
抽
出
し
た
一
七
種
も
定
家
が
特
別
左
意
図
の
も
と

K
使

用
し
た
と
は
思
わ
れ
念
い
。
一
一
＝
一
回
う
念
ら
ば
極
め
て
用
字
意
識
の
低
い

漢
字
だ
と
言
え
よ
う
。
が
、
定
家
が
書
写
し
た
時
点
k
b
け
る
一
般

的
念
漢
字
使
用
状
況
を
知
る
足
懸
り
と
左
る
で
あ
ろ
う
。

次
K
用
字
上
注
意
す
べ
き
漢
字
と
し
て
、
と
と
で
は
①
字
音
語

（
略
）
と
②
宛
て
字

K
つ
い
て
取
り
掲
げ
る
と
と

K
す
る
。

②
宛
て
字

宛
て
字
と
い
う
の
は
、
語
の
意
味
K
か
か
わ
ら
ず
同
音
で
あ
れ
ば

自
由

K
宛
て
て
用
い
る
漢
字
の
ζ

と
を
意
味
す
る
が
、
或
る
意
味
k

b
い
て
は
書
写
者
の
用
字
意
識
を
最
も
反
映
し
て
い
る
漢
字
と
も
言

え
よ
う
。

定
家
は
本
文

K
－
砕
い
て
、
次
の
よ
う

K
本
来
念
ら
ば
「
路
」
と
せ

ね
ば
左
ら
念
い
箇
所
K
い
ず
れ
も
「
地
」
を
宛
て
て
い
る
。

ι

ぷ

ド
n
d
F

－14w 

山

科

持

v
k

と
れ
は
、
『
古
今
和
歌
集
』

k
b
い
て
ば
か
h
J
で
念
〈
、
他
の
定

家
筆
の
写
本
類
『
土
左
日
記
』
や
『
更
級
日
記
』

K
沿
い
て
も
同
様

当
す
る
と
い
う
傾
向
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
て
、
広
〈
写
本
に
渡
h
y
そ

K
一
貫
し
た
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
と
れ
は
定
家
が
意
識
し
て
宛

て
た
と
言
う
よ

b
は
、
当
時
の
俗
用
漢
字
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
と
考

え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
次
の
「
地
」
は
ど
う
取
る
べ
き

か。

委
ぷ
’
官
官

キ

用
例
を
よ
く
見
る
と
、
定
家
は
「
ぢ
」
と
濁
意
す
る
場
合
に
限
り

「
地
」
を
宛
て
て
い
る
。
つ
ま
夕
、
定
家
は
「
ち
」
と
「
ぢ
」
と
を

区
別
す
る
た
め
に
「
地
」
を
意
識
的
K
宛
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期

K
か
け
て
は
、
相
当
多
数
の
漢
字
が
導

入
さ
れ
表
記
は
か
念
h
y
恋
意
的
左
様
相
を
呈
ナ
る

K
至
っ
た
が
、
と

れ
に
一
つ
の
体
系
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
が
や
は
り
定
家
で
あ
る
。

例
え
ば
、
定
家
は
自
筆
本
k
b
い
て
、
「
夜
」
は
「
よ
」

K
、
「
衣
」

は
「
と
ろ
も
」

K
、
「
文
」
は
「
ま
た
」

K
限
定
し
、
「
よ
る
」

「
き
ぬ
」
「
ま
だ
」
は
仮
名
表
記
す
る
よ
う

K
し
た
し
、
ま
た
、
音

韻
変
化
の
結
果
「
念
を
」
と
書
か
れ
る
よ
う

K
左
っ
た
副
調
の
「
念

ほ
」
を
「
名
を
」
と
紛
ら
わ
し
く
念
る
の
を
避
け
て
「
猶
」
を
宛
て

る
と
か
い
う
よ
う

K
細
か
念
配
慮
を
随
所
で
行
念
っ
て
い
る
。
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第
四
章
仮
名
づ
か
い

第
一
節
仮
名
づ
か
い
の
成
立
（
略
）

第
二
節
定
家
仮
名
づ
か
い
（
略
）

第
三
節
『
古
今
和
歌
集
』

k
b
け
る
定
家
仮
名
づ
か
い

の
実
態

と
と
で
は
「
定
家
仮
名
づ
か
い
」
の
中
で
も
特
に
ア
ク
セ
ン
ト

K

よ
っ
て
遣
い
分
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
「
を
」
「
b
」
を
取

b
掲
げ
考



察
を
進
め
て
い
く
と
と

K
す
る
。

定
家
が
『
古
今
和
歌
集
』
を
書
写
す
る
に
あ
た
り
用
い
た
「
を
」

「
な
」
の
字
体
と
そ
の
使
用
延
数
を
示
す
と
表
ー
の
よ
う

K
在
る
。

猶
、
踊
り
字
に
よ
る
場
合
は
除
外
し
て
あ
る
。

表 I

冬、 1:

討を
九
七
七三

・
「
な
」
の
字
源
は
確
か

K
「
於
」

一
つ
の
み
で
あ
る
が
字
形
が
「
ド
」

と
「
な
」
と
で
は
か
走
り
異
念
る

の
で
便
宜
上
二
種

K
分
け
た
。

四
三
一二
O

との表Iの中で所謂「歴史的仮名づかい」と異左ってい
る箇所を取り掲げ整理すると表EのようK左る。

を世 を お 10 7 973 20 431 

歴づっ
5 846 18 339 史かて

的いい
(3) (31) (10) (81) 仮にる

名合例

歴づ異る
2 127 2 92 史かな例

的いつ
(2) (28) (2) (20) 仮とで

名はい

「と
2 9 1 をし

」た

(2) (19) をf7JJ
一「

お
L_  
歴
史

「と 的
ほし 仮。 1 」た
名

を例
(1) づ

一「
カ〉お

L← L、

へ
と

「と は
2 1 1 5 おし 異

」？こ
な

(2) (22) を例 つ
一寸
てを

し一 し、

~ 
る

一「 仔t。1 2 ほと
」し

(6) をた
「例
を
し一

Il 表
表

E
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
文

k
b
い
て
は
「
歴
史
的
仮
名
づ

か
い
」
に
な
け
る
「
を
」
を
「
な
」

K
、
同
じ
〈
「
沿
」
を
「
を
」

K
置
き
換
え
た
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
こ
で
前
節
（
略
）
で
述

べ
て
き
た
「
定
家
仮
名
づ
か
い
」
の
と
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
「
な
」
と
「
を
」
と
の
遣
い
分
け
の
基
準
が
当
時
の
典
籍
に
依

る
も
の
で
は
左
〈
ま
さ
に
ア
ク
セ
ン
ト
に
あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
「
hu
」
と
「
を
」
と
の
遣
い
八
万
け
が
本
文
げ
い
な
い
て
一

A

〉

l
b
コ
H
K
E
B
T号
と
て
A

く
こ
と
〈

T
る
（
圧
し
ー
一
お
一

括弧内は異なり語数

-58-

貰
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
川
仮
名
k
b
け
る
弁
別
凶
ア

ク
セ
ン
ト
に
よ
る
弁
別
の
二
方
向
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

川
仮
名
k
b
け
る
「
な
」
「
を
」
の
弁
別

「
ド
」
「
な
」
「
を
」
「
前
」
の
う
ち
「
主
」
「
な
」
「
を
」
の

三
つ
の
字
体

K
関
し
て
は
そ
の
所
属

K
疑
問
は
念
い
が
「
拘
」
に
つ

い
て
は
問
題
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
で
は
実
際
用
例
に
あ
た

b

「
れ
」
「
b
」
「
を
」
「
が
」
の
遣
い
分
け

K
ど
の
よ
う
左
揺
れ
が

宮
町
二
言
コ
文
’
ろ
一
っ
と
こ
ろ
で

2
．
ヘ
た
通
－
P
定
家

K
尚
南
一
等
売



で
は
、
そ
の
「
b
」
と
「
を
」
と
の
遣
い
分
け
が
本
文
に
な
い
て
一

み
ら
れ
る
の
か
次
に
掲
げ
考
え
て
い
〈
ζ

と
に
す
る
（
但
し
、
一
お
」

の
用
例
は
す
べ
て
「
れ
」
に
含
ま
れ
る
と
と
よ

b
両
者
を
同
一

K

「
れ
」
と
し
て
抜
か
っ
た
）

①
「
れ
」
と
「
を
」
を
通
用
す
る
例

－
格
助
詞
（
を
）
計
上
一
例
・
置
く
ド
く
七
例

を

七

六

一

例

を

く

三

五

例

②
「
れ
」
と
「
お
」
を
通
用
す
る
例
左
し

③
「
を
」
と
「
が
」
を
通
用
す
る
例

－
青
柳
あ
を
や
き
一
例
・
女
郎
花
を
み
左
へ
し
一
八
例

あ

が

や

き

二

例

が

み

左

へ

し

二

例

・

慣

を

き

ひ

一

例

狩

き

一

例

④
「
お
」
の
み
を
用
い
る
例

－

青

葛

あ

杭

つ

つ

ら

一

例

・

押

抑

し

て

一

例

と
の
通
用
例
を
み
て
く
る
と
『
古
今
和
歌
集
』

K
な
い
て
は

「
お
」
は
「
を
」
に
所
属
す
る
仮
名
と
考
え
ら
れ
左
く
も
左
い
が
、

大
野
晋
氏
は
『
仮
名
遣
の
起
源
に
つ
い
て
』
の
中
で
「
折
」
の
仮
名

は
「
な
」
の
仲
聞
に
入
る
と
し
て
な
ら
れ
る
。
そ
と
で
「
扮
」
が
何

故
こ
の
よ
う
左
大
き
念
揺
れ
を
示
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
本
文
と
伝
定
家
筆
本
『
伊
勢
物
語
』

k
h
z
け
る
「
郭
」
の
あ
ら

わ
れ
て
い
る
箇
所
を
調
べ
て
み
た
。

『

古

今

和

歌

集

』

「

伊

勢

物

語

』

管
ど

b
d
g
T

税
理
『
唱
の
付
咋
－
Y
〉
ゃ
く

m
n
P279 
L.1 

P79 
L. 11 

以it---

1r !i 
P79 
L.10 

－

V

E

R

y

r

d

d

‘
V

2

4

・’
f
z－フ一蹴胆
E
J
hヤ
v
b
v
斗

d
J
J
l
d

「
れ
」
「
hv
」
「
を
」
「
拘
」
の
遣
い
分
け
に
ど
の
よ
う
念
揺
れ
が

第
二
章
「
仮
名
」
の
と
こ
ろ
で
述
ぺ
え
通
h
M
意
家
に
は
同
一
等
殻

の
隣
接
を
回
避
す
る
と
い
う
顕
著
左
傾
向
が
窺
え
た
。
そ
と
で
仮
名

を
小
松
英
雄
氏
の
意
見

K
従
い
基
本
字
形
と
補
助
字
形
と

K
分
け
た

が
、
と
の
「
扮
」
は
先
の
用
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

K
ど
う
や
ら

「
b
」
「
を
」
両
方
の
補
助
字
形
ら
し
い
。
そ
し
て
「
．
狗
」
と
書
く

と
と
に
よ
り
「
b
」
「
を
」
の
対
立
す
る
表
記
の
特
性
（
「
な
」
は

平
声
、
「
を
」
は
上
声
）
を
示
さ
左
〈
念
る
と
と
か
ら
、
と
の
「
杭
」

を
「
な
」
「
を
」
の
対
立
の
中
和
さ
れ
た
字
形
と
解
釈
す
る
と
と
が

で
き
よ
う
。

先
程
の
通
用
例
に
も
う
一
度
も
ど
っ
て
み
る
と
③
は
「
狗
」
を

中
和
さ
れ
た
字
形
と
考
え
る
と
と

K
よ
っ
て
問
題
は
念
〈
左
っ
た
し
、

①
の
格
助
詞
「
を
」
を
「
ド
」
と
し
た
一
例

K
つ
い
て
も
明
ら
か
に

誤
写
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
が
「
置
く
」
（
「
れ
〈
」
七
例
、
「
を
〈
」

三
五
例
）
に
つ
い
て
は
興
味
あ
る
事
実
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
置

〈
」
に
違
っ
た
意
味
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
掛
詞
の
場
合
は
「
が
く
」

を
、
単

K
「
置
〈
」
と
い
う
意
味
だ
け
だ
っ
た
ら
「
を
く
」
を
と
い

う
よ
う
左
意
識
の
下
に
定
家
が
「
ぶ
く
」
と
「
を
く
」
を
使
い
分
け

て
い
た
と
と
だ
。
以
上
み
て
く
る
と
『
古
今
和
歌
集
』

k
b
け
る
定

家
の
「
ド
」
「
を
」
「
‘
拘
」
の
用
法

K
問
題
が
な
く
左
夕
、
定
家
が

如
何
に
よ
く
語

K
よ
っ
て
用
い
る
仮
名
を
遣
い
分
け
て
い
た
か
が
わ

か
る
。問
ア
ク
セ
ン
ト

K
よ
る
弁
別

本
文

K
－
砕
い
て
「
hv
」
「
を
」
を
語
頭
あ
る
い
は
語
中

K
含
む
語

す
べ
て
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
掲
げ
集
計
し
て
み
る
と
表
ー
の
よ
う
に
な

り
（
但
し
、
「
判
」
は
「
を
」
の
仲
間

K
入
る
）
、
更

K
表
ー
よ
り

「
な
」
「
を
」
の
平
声
、
上
声
の
百
分
率
を
出
す
と
表

E
の
よ
う
に
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念
る
。

表

を お ルゴ延語数 延語数
-－ーーーー

異語数 異語数

187 1 2 記録
ー一一一 一一一一ー
44 6 l乙よる 上

1 7 。推定 声
ー一一一ー 一ー一一ーー

9 。leよる
1 407 記録 般

一一一一 一一一一ー
1 79 による 平 三五

ロ口。 7 推定 士Fロ

ー一一一一ー 集。 4 lζよる

1 4 24 
ーーーー 一一ー一一ー 未 詳
7 1 1 

761 1 
ー一ーー一 一ー司ーーー

1 1 声「をJ
980 451 

62 101 
£口込 計

＠
表

I
の
「
h
g

」
の
用
例
の
う
ち
上
声
の
記
録
あ
る
も
の
七
語
を

抽
出
す
る
と
「
な
」
「
必
く
」
「
な
ほ
ほ
る
」
「
な
く
ろ
崎
」
「
な

ほ
は
ら
の
」
「
必
ふ
し
か
う
ち
の
み
つ
ね
」
「
た
な
る
」
が
掲
げ
ら

れ
る
。
と
の
う
ち
後
者
四
語
は
『
古
今
訓
貼
抄
』
に
そ
の
ア
ク
セ
ン

ト
位
置
が
示
さ
れ
て
い
た
。
『
古
今
訓
鮎
抄
』
と
は
嘉
元
三
年
（
一

三
O
五
）
の
奥
書
を
持
つ
も
の
で
後
世
的
ア
ク
セ
ン
ト
の
姿
を
示
し

て
い
る
箇
所
が
ま
ま
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
四
語
も
そ
の
例
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
「
hv
」
に
つ
い
て
は
先
程
と
同
じ
〈
明
ら
か
に
誤
字
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
「
な
く
（
平
声
）
」

K
つ
い
て
は
全
用
例
す
べ
て

「
上
声
」
と
「
平
声
」
（
例
え
ば
、
置
く
（
上
声
）
｜
起
く
（
平
声
U

）

と
の
掛
詞
に
念
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
定
家
は
普
通
「
置
く
」
と
い
う

場
合
「
を
く
（
上
声
）
」
と
書
〈
の
で
あ
る
が
、
と
の
よ
う

K
掛
詞
と

ま
っ
て
い
る
時
は
そ
れ
を
他
の
場
合
と
は
っ
き
汐
主
捌

y
b’ため、》

〉
包
主
、
も
J

キ
J

．
H
A
U
／
O
台
U
広
V
A

ヘ
ノ
』
ヨ
司
初
陣
－

r－v
b

コ
亡
b

‘d
b
R
T」』

f
・コ
1

7」
司

る

II 

を お

知延語数 延語数

異語数 異語数

98% 35話 上

87% 7% 声

0.1% 9 25話 平
ー一一一

2% 82% 声

1% 5% 未
一ーー一一 一一一一一
115ぢ 11% 詳

表
故
意

K
自
分
の
仮
名
づ
か
い
に
反
し
、
掛
け
ら
れ
た
方
の
声
点

K
合

わ
せ
て
「
な
く
（
平
声
）
」
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

今
掲
げ
た
「
な
く
」
（
七
例
）
を
除
外
し
て
も
、
表

E
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
「
な
」
が
平
声
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
異
念
、
タ
語
数

K

し
て
回
%
、
延
べ
語
数
に
し
て
は
幻
%
も
の
高
率
を
示
し
て
い
る
。

＠
「
を
」
の
用
例
の
う
ち
平
声
の
記
録
あ
る
も
の
を
抽
出
す
る
と

「
を
と
め
」
一
一
語
が
揚
が
っ
た
。
し
か
し
、
と
の
様
左
例
外
を
除
い

て
も
、
表

E
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
文

k
b
い
て
「
を
」
と
書
か

れ
た
も
の
の
う
ち
上
声
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
異
左
り
語
数

K
し
て

肝
%
、
延
べ
語
数
に
し
て
は
何
%
の
ほ
と
ん
ど
則
%
に
近
い
高
率
を

示
し
て
い
る
。

以
上
④
＠
よ
り
、
本
文
に
な
い
て
例
外
は
絶
無
で
念
い
が
、
ア
ク

セ

y
卜

K
よ
る
「
h

F

h

平
声
）
」
「
を
門
I

ド
占
一
一
」

－
Eも
と
亡

J
E
H
E
実
つ
英
字
吏
司
亡
．
吋
ず
る
ま
晶
闘
を
者
有
均
実
芋
・

-60-



場
A
E

一
を
く

f

止
芦
」
」
と
苦
言
〈
吃
て
差
是
治
と
F
v
d

よ
う
に
提
言
と

－
な
っ
て
い
る
時
は
そ
れ
を
他
の
場
合
と
は
っ
き
り
区
別
す
る
た
め
、

の
遣
い
分
け
が
何
%
前
後
の
高
率
を
も
っ
て
忠
実
に
守
ら
れ
て
い
る

と
と
が
わ
か
っ
た
。

以
上
『
古
今
和
歌
集
』

k
b
け
る
「
定
家
仮
名
づ
か
い
」
の
実
態

を
「
b
」
「
を
」
に
焦
点
を
あ
て
て
川
仮
名
K
な
け
る
弁
別
訓
ア

ク
セ
ン
ト
に
よ
る
弁
別
の
二
方
面
か
ら
論
じ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ

ζ
K
は
定
家
の
驚
〈
ほ
ど
厳
密
K
「
な
」
と
「
を
」
と
の
遣
い
分
け

を
励
行
し
て
い
る
態
度
が
窺
え
た
。

結

び

以
上
、
伊
達
本
『
古
今
和
歌
集
』
に
な
け
る
仮
名
、
漢
字
、
仮
名

づ
か
い
を
定
家
が
ど
の
様
左
意
識
の
も
と
に
使
用
し
て
い
た
の
か
、

そ
の
実
態
を
調
査
、
研
究
し
て
き
た
。

仮
名
K
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
字
体
の
字
源
に
ま
で
糊
り
調
査
し

た
わ
け
だ
が
、
そ
の
う
ち
り
ば
%
に
も
の
ぼ
る
三
五
種
の
仮
名
が
一
穫

の
字
体
に
限
定
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
左
っ
た
。
つ
ま

り
、
｛
疋
家
が
『
古
今
和
歌
集
』
を
書
写
し
た
時
点

k
b
い
て
既
K
仮

名
の
字
体
が
一
種
に
統
一
さ
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う

と
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
げ
い
な
い
て
は
仮
名
の
書
き
や
す

さ
や
見
た
目
の
美
し
き
も
さ
る
こ
と
左
が
ら
、
他
の
仮
名
と
混
同
さ

れ
に
く
い
一
市
差
性
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

御
物
本
『
更
級
日
記
』
と
の
比
較
K
よ
夕
、
定
家
が
晩
年
常
用
し

た
と
思
わ
れ
る
仮
名
の
種
類
が
九

O
種
前
後
で
あ
る
と
と
が
わ
か
っ

た
。
ま
た
、
定
家
に
は
、
書
写
す
る
際
の
目
移
D
K
よ
る
飛
ば
し
ゃ

重
複
を
避
け
る
た
め
に
、
同
一
字
形
の
隣
接
を
回
避
す
る
と
い
う
顕

著
左
傾
向
が
窺
え
た
。

漢
字
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
実
態
を
数
量
的
K
把
握
し
て
い
き
、
そ

以
止

d
eよ
h
y
町
本
ヌ

K
お
じ
V

て
伊
列
り
絶
無
マ
、
左
U
V
4
N

セ
ン
ト
に
よ
る
「
－
P

（
平
声
）
」
「
を
ハ
上
声
）
」

れ
を
も
と
K
し
て
定
家
の
漢
字
使
用
K
対
す
る
意
識
を
常
用
的
漢
字
・

字
音
語
・
宛
て
字
の
三
つ
の
面
か
ら
見
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
定
家

の
常
用
的
漢
字
と
目
さ
れ
る
も
の
を
本
文
よ
り
一
七
種
抽
出
し
た
が
、

こ
れ
は
延
べ
K
す
る
と
実
に
全
体
の
刊
%
K
も
の
ぼ
り
定
家
が
如
何

に
よ
く
常
用
的
漢
字
を
多
用
し
て
い
た
か
が
窺
え
た
。

字
音
語
の
表
記
は
「
け
し
き
」
の
他
に
数
穫
の
仮
名
書
き
し
か
見

出
す
と
と
が
で
き
念
か
っ
た
。
ζ
の
点
か
ら
み
る
と
、
定
家
は
字
音

韮
聞
を
ほ
と
ん
ど
漢
字
表
記
し
て
い
た
と
見
る
と
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
宛
て
字
の
あ
ら
わ
れ
に
よ
り
、
定
家
が
書
写
し
た
時
点
k

h
g

け
る
漢
字
の
使
用
状
況
が
わ
ず
か
念
が
ら
窺
い
知
る
と
と
が
で
き

た。
仮
名
づ
か
い
に
つ
い
て
は
、
「
定
家
仮
名
づ
か
い
」
の
中
で
も
、

特
に
ア
ク
セ
ン
ト
K
よ
っ
て
遣
い
分
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
「
な
」

「
を
」
K
焦
点
を
あ
て
て
本
文
に
な
け
る
実
態
を
見
て
い
っ
た
。
そ

と
に
は
、
明
ら
か
に
語
に
よ
っ
て
用
い
る
仮
名
を
遣
い
分
け
て
い
た

ζ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
平
声
の
時
は
「
会
」
、

上
声
の
時
は
「
を
」
と
い
う
遣
い
分
け
を
定
家
が
驚
く
ほ
ど
厳
密
K

励
行
し
て
い
た
と
い
う
と
と
K
左
夕
、
本
文
に
な
け
る
「
定
家
仮
名

づ
か
い
」
特
に
「
な
」
「
を
」
の
遣
い
八
万
け
が
一
貫
性
を
も
っ
て
い

た
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

こ
う
し
て
、
伊
達
本
『
古
今
和
歌
集
』
を
調
査
、
研
究
し
て
き
た

結
果
、
仮
名
、
漢
字
、
仮
名
づ
か
い
そ
れ
ぞ
れ
に
定
家
の
用
字
意
識

を
見
出
す
と
と
が
で
き
た
と
確
信
す
る
。
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